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子ども・子育て支援対策調査特別委員会報告資料 

令和３年３月１６日 

件 名  足立区子ども施設指定管理者の評価結果について 

所 管 部 課 名 子ども家庭部子ども施設運営課 

内 容 

子ども施設指定管理者１７施設の令和元年度業務について、足

立区子ども施設指定管理者評価委員会（以下「委員会」とい

う。）による評価を行ったので、報告する。 

なお、評価方法について課題と考えており、検討を行ったが、

根本的な見直しには時間を要するため、次年度の評価時までに

は、評価項目の内容等を精査し、見直しを行っていく。 

 

 

１ 開催日時 

令和３年１月２０日（水） 

午前８時４５分から午前１０時まで 

 

２ 開催方法 

ウェブ会議 

 

３ 主な業務内容 

（１）保育事業の実施に係る業務 

（２）施設の維持管理に関する業務 

 

４ 評価対象期間 

  平成３１年４月１日～令和２年３月３１日 

 

５ 評価方法 

  委員会での提出資料の確認及び実地調査により実施。 

   ＜確認資料＞ 

１ 基本協定書 10 会計経理 
２ 年度協定書 11 サービスの評価 
３ 保守・点検完了報告書 12 保育の基本原則 
４ 施設・設備点検完了報告書 13 全体・長期・短期計画 
５ 防災への配慮 14 小学校との連携 
６ 防犯への配慮 15 食育計画 
７ 事故への対応 16 保健計画 
８ 個人情報取扱い 17 乳幼児突然死症候群 
９ 職員研修 18 調理衛生管理 
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６ 施設名称及び評価結果等（満点１８０点・評価点順） 

 

※評価項目及び評価基準は、評価結果資料（別添資料１）を参照 

⑯、⑰の園については、園全体の評価にかかわらず、財務状

況の評価点が低いため、改善に向けて強力に指導していく。 

 

評価基準 

Ａ＋ １７０以上 

Ａ １７０未満～１５３以上 

Ａ－ １５３未満～１４４以上 

Ｂ＋ １４４未満～１３５以上 

Ｂ １３５未満～１１７以上 

Ｂ－ １１７未満～１０８以上 

Ｃ １０８未満 

 

施 設 名 称 指定管理者

千住保育園 （福）太陽会

204,827,693 小倉　將信

新田おひさま保育園 （福）太陽会

112,155,539 小倉　將信

さつき保育園 （福）江北会

221,694,908 野口  澄夫

興本保育園 （福）太陽会

178,329,622 小倉　將信

竹の塚北保育園 （福）三樹会

202,582,026 細野　智樹

竹の塚保育園 ㈱ﾍﾞﾈｯｾｽﾀｲﾙｹｱ

203,013,407 滝山　真也

青井おひさま保育園 （福）水の会

102,888,608 小林　信子

せきや保育園 （福）桑の実会

145,388,708 桑原　哲也

五反野保育園 ㈱日本保育サービス

225,661,783 西井　直人

水神橋保育園 （福）聖華

192,017,837 白須賀　まり子

谷在家保育園 （福）わかば会

138,258,077 石川　美和子

やよい保育園 （福）博友会

200,727,871 川下　勝利

青井保育園 （福）からしだね

211,208,623 春見　静子

伊興大境保育園 （福）高砂福祉会

175,250,928 石川　美和子

東保木間保育園 （福）高砂福祉会

172,537,419 石川　美和子
新田三丁目なかよし保育園 （福）南流山福祉会

87,084,278 西臣　正男

新田さくら保育園 （福）じろう会

126,610,784 久芳　敬裕

評価

1 176.6 Ａ＋98.1 ％

№
指定管理料（円） 代 表 者 名

評価点
評価点/満点
×100（％）

176.5 Ａ＋

6

3

171.0 Ａ＋4

170.9 Ａ＋

171.9 Ａ＋

5

170.1

11

160.1

136.8⑰

91.3 ％

10

2

9

94.5 ％

94.0 ％

92.1 ％

98.1 ％

88.9 ％

95.5 ％

7

166.7 92.6 ％

92.2 ％

91.9 ％

8

165.9 Ａ

15 87.6 ％

12

166.3 92.4 ％ Ａ

164.3

157.7 Ａ

14

13

165.7 Ａ

Ａ

⑯ 151.1 83.9 ％ Ａ－

Ｂ＋

95.0 ％

94.9 ％

165.5 Ａ

Ａ＋

169.2 Ａ

Ａ

Ａ

76.0 ％

合格 

 
経営診断を行

い改善を指導

する。 
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７ 委員会委員構成（計６名） 

種  別 氏  名 役  職  等 
学識経験者 
（ 有 識 者 含

む） 

田代 惠美子 
明治学院大学心理学部 
教育発達学科 特命教授 

鈴木 欽哉 公認会計士 

関係団体代表 
北島 小夜子 足立区民生・児童委員 
高𣘺𣘺 將郎 青少年委員 

区職員 
松野 美幸 子ども家庭部長 
川口 真澄 待機児対策室長 

 

８ 委員会での主な意見と対応等 

（１）昨年度新田地区の３園を視察したが、現地を確認すると園

の状況が良く分かる。今後も各園の現地確認を行うべき。 

対応策：各園の現地確認を実施する。 

（２）「適切な財務管理・財産管理が行われている」の評価項目

で、財務諸表が未提出のため評価が低くなっている園につい

て、公認会計士協会として経営診断など協力できる可能性が

ある。 

対応策：必要に応じて協力を依頼する。 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

 

 

 

 

１ 指定管理者制度の評価については、特に財務状況に関する評価

結果の反映方法を次年度に向けて全庁的に見直していく。 

２ 今回の評価結果を指定管理者に説明し、今後の業務改善につな

げていくよう指導する。 

３ 今回の評価にあたり、提出を義務付けている書類が未提出とな

っている２園については、協定第１６条に違反しているため、あ

らためて提出を求め、一定期間を経て提出がされない場合は、協

定第２０条に基づき指定の取り消しも含め、厳しく指導してい

く。 

４ 子ども・子育て支援対策調査特別委員会に評価結果を報告

後、足立区ホームページに掲載する。 
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子ども・子育て支援対策調査特別委員会報告資料 

令和３年３月１６日 

件 名  新田三丁目なかよし保育園の運営状況について 

所 管 部 課 名 子ども家庭部子ども施設運営課 

内 容 

令和２年１２月１日より直営化を行った足立区立新田三丁目な

かよし保育園の運営状況について報告する。 
 

１ 区直営化後の運営経過 

同園の区直営化では、緊急対応で区職員を配置するとともに、

会計年度任用職員を雇用し安全安心な保育の継続を進めてきた。

職員が不足する時間帯には、本庁舎や近隣園から職員を派遣して

補っている。 

また、区直営化後の園児の保育状況を伝えるため、下記日程で

クラス別に保護者会を開き、園長とクラス担任が、保護者の思い

を共有した。 

【保護者会日程・参加者（令和２年１２月実施）】 

※ いずれも、午後４時から１時間程度開催 
 

２ 心理士の派遣 

区直営化に伴う保護者説明会で、園児や保護者の精神的なフォ

ローについての要望があり、こども支援センターげんきから心理

士を派遣している。 

環境の変化に伴う児童への大きな影響は見られないが、今後も

継続的に状況を確認し園の安定化をはかっていく。 

派遣状況は「新田三丁目なかよし保育園 心理士訪問記録 

（１２月実施分）」（Ｐ７～８参照）のとおり。 
 

３ 令和３年４月の利用見込み 

令和５年３月に閉園することから現２歳児を中心に転園希望者

が出ており、令和３年４月の利用見込みは、下記のとおり。 

【令和３年４月の利用見込み（令和 3年１月 21日現在、予測）】 

クラス 

日程等 
１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

日 程 14(月) 15(火) 17(木) 18(金) 22(火) 5日間 

参加者 ３人 ４人 ７人 ７人 ５人 26人 

クラス 

利用見込み １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

予 測 ０人 ４人 ２人 ９人 ６人 21人 

現 在 ５人 ４人 ９人 ７人 ５人 30人 
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問 題 点 

今後の方針 

新田三丁目なかよし保育園の運営については、早急に保護者会を

開催する等、保護者からの要望を充分に受け止めるとともに、園だ

より等での情報発信により、保護者の安心感と保育者への信頼感を

得てきている。 

今後も園児にも保護者にも不安の無いよう引き続き対応してい

く。 
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新田三丁目なかよし保育園 心理士訪問記録（１２月実施分） 

 

１ 目的 

環境の変化に児童がスムーズに適応できるよう、行動観察を通し早期に不

安に気づき対応の助言を行う。 

 

２ 方法 

該当園担当の心理判定士と常勤心理士の２人で園を訪問し観察する。 

その後、園職員と検討し、対応方法の確認をしていく。 

 

３ 実施内容（１２月実施分） 

№ 訪問日 内  容 派遣数 観察児童数 保護者面談 

１ ４日 

（金） 

園全体の行動観察 

所内での今後の支

援方針検討 

心理士 

２人 

１歳児：５人 

２歳児：６人 

３歳児：７人 

４歳児：７人 

５歳児：５人 

  計３０人 

希望無し 

２ １１日 

（金） 

園全体の行動観察 

園職員とのカンフ

ァレンス 

心理士 

２人 

１歳児：４人 

２歳児：７人 

３歳児：７人 

４歳児：６人 

５歳児：５人 

  計２９人 

希望無し 

３ １５日 

（火） 

園全体の行動観察 

園職員とのカンフ

ァレンス 

心理士 

２人 

３歳児：８人 

４歳児：７人 

５歳児：５人 

  計２０人 

希望無し 

４ ２２日 

（火） 

園全体の行動観察 

園職員とのカンフ

ァレンス 

心理士 

２人 

１歳児：５人 

２歳児：６人 

３歳児：７人 

４歳児：７人 

５歳児：５人 

  計３０人 

希望無し 

計 ４回

（日） 

 延べ 

８人 

延べ観察児童

１０９人 

 

０人 
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４ 全体のまとめ 

運営体制の変更に伴って情緒的に大きく混乱している児童は見られないが、

チック様の行動（咳払いやまばたき）を示す児童や、少しずつ保育士との距離

を近づけている児童などが見られ、今後の状況の変化が見られる可能性があ

るため、継続して状況を把握していくことが必要である。 
イレギュラーな状況への対応となっているため、保育士の精神的な負荷が高

く、訪問する毎に表情が暗くなっている職員もいる。在園児に対して適切な保

育を提供するためにも、フォローが望まれる。 
 

５ その他 

担当心理士は該当園の担当は２年目である。「気づきのしくみ」実施園のた

め、年長・年中児のクラス全体の行動観察は実施している。 
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子ども・子育て支援対策調査特別委員会報告資料 

令和３年３月１６日 

件 名  新田地区公立保育園の再編について 

所 管 部 課 名 子ども家庭部子ども施設運営課 

内 容 

現在、新田地区には区立保育園が４園あり（うち直営園２園、

公設民営保育園２園）、新田三丁目なかよし保育園については、

令和２年８月時点での保育需要予測から、この地区の他園での需

要充足が可能と確認できたため、令和５年３月での閉園を決定し

ている。 

他の３園についても、将来的な老朽化による施設更新やプレハ

ブ園舎であることによる閉園を控えており、計画的な再編が必要

となっている。 

 
１ 新田さくら保育園 

新田さくら保育園は、新田一丁目の都営住宅を間借りし運営し

ているが、現在、都営住宅は建て替え工事を行っている状況であ

る。 

当初建て替えによる創出用地に新たな私立保育所を建設するこ

とで令和５年度に完全民営化を予定していたが、大幅な工事の遅

延が発生している。 

完全民営化に向けた日程は現在調整中である。 

 

２ 新田おひさま保育園 

新田おひさま保育園は、新田地区の一時的な需要に対応するた

め、平成２３年よりプレハブ園舎による運営を行っている。 

今後、新田さくら保育園及び新田わかば保育園の２園の建て替

え又は改築工事を予定しているため、他園の更新時期に合わせ、

閉園時期を見極めていく必要がある。 
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２園の施設状況に合わせて、最新の需要予測をもとに新田おひ

さま保育園の定員の調整も行っていく。 

 

※ 新田さくら保育園及び新田おひさま保育園は、現在の指 

定期間が令和５年３月で終了となる。今後の更新時期を踏ま

え、来年度実施する次期指定管理者の選定方法及び指定期間

を決定する。 

 

３ 新田わかば保育園 

新田わかば保育園は、昭和４１年度建築の園舎であり、老朽化

による施設更新が必要な状況である。 

区の拠点園として、今後の施設更新に向け実施方法やスケジュ

ール等を調整する。 

 

 
 

 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

 

新田地区においては、新田わかば保育園を更新し区立直営園とし

て存続させ、この地区での公立園としての役割を担っていく。 
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子ども・子育て支援対策調査特別委員会報告資料 

令和３年３月１６日 

件 名  足立区待機児童解消アクション･プランの改定について 

所 管 部 課 名  

待機児対策室 待機児ゼロ対策担当課、子ども施設整備課 

子ども家庭部 子ども政策課、子ども施設指導・支援担当課、 

子ども施設運営課、子ども施設入園課 

内 容 

 「足立区待機児童解消アクション･プラン」（以下「計画」とい

う。）の改定版（令和２～６年度版）を作成したので報告する。 

 なお、改定にあたっては、今後の待機児童解消の実現・維持を目

指して、下記１から４の取り組みを行うこととした。 

１ 保育需要予測の見直し ➾別添資料２ P8～13 

「足立区人口推計」の改定等を反映して、前計画（令和元年８

月）の保育需要予測の見直しを行った。この結果、現状の整備計

画で令和６年度までの必要保育定員数を確保できる見込みである

ことから、現時点では、新規保育施設は整備しない。 

 ◇保育需要数と保育定員数の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

２ 適正な保育定員数の確保・維持策 ➾別添資料２ P14～26 

築年数の経過した保育施設の更新と連動した保育定員の見直し

や多様な保育の拡充などを実施し、継続的に適正な保育定員数を

確保・維持していく。 

（１）区立保育施設の更新等（廃園・民営化を含む） 

「足立区一般施設のマネジメント計画」の取り組み方針に基

づき、建替え、移転等を実施していく。 

 ◇区立保育施設の更新等（令和 2年度以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3～5
歳児

1･2
歳児

0
歳児

3～5
歳児

1･2
歳児

0
歳児

3～5
歳児

1･2
歳児

0
歳児

3～5
歳児

1･2
歳児

0
歳児

3～5
歳児

1･2
歳児

0
歳児

7,526 5,594 1,096 8,131 5,768 1,249 7,984 5,867 1,243 7,995 5,877 1,235 8,037 5,864 1,211

9,338 6,083 1,508 9,353 6,030 1,496 9,337 6,032 1,502 9,307 6,018 1,502 9,307 6,018 1,502

過不足
(B)-(A)

1,812 489 412 1,222 262 247 1,353 165 259 1,312 141 267 1,270 154 291

保育定員数
(B)

16,929 16,879 16,871 16,827 16,827

保育需要数
 (A)

14,216 15,148 15,094 15,107 15,112

令和2年4月1日 令和3年4月1日 令和4年4月1日 令和5年4月1日 令和6年4月1日

実 績 見 込 み

変更前  変更後
0

歳児

1・2

歳児

3～5

歳児
計

R5.4.1
（―）

新田三丁目なかよし保育園
(廃　園)

14 新田地域 44 0 -14 -30 -44

R5.4.1
（―）

千住保育園
（民営化）

1 千住地域 125 125
※未定

0 0 0

169 125 0 -14 -30 -44

定員変更内容（人）

計 2施設

変更日
（整備年度）

園名
（変更内容）

地

域
地域名

定員数（人）
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（２）私立保育施設の建替え推進 

「足立区子ども・子育て施設整備基金」の活用、建替え用地

として公有地の活用推進等に取り組み、計画的な建替え・更新

を促進していく。 

 ◇私立認可保育所の建替え等の計画（令和 2年度以降） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）大規模集合住宅建設時の保育施設の設置協議 

「足立区大規模集合住宅の建築における子育て支援施設の設

置の協議に関する要綱」に基づき、大規模集合住宅を建設する

事業者に対して、必要に応じて保育施設の自主的設置を要請し

ていく。 

 ◇設置協議に基づく保育施設の整備予定 

 

 

 

 

 

（４）多様な保育の拡充と利用促進 

多様な保育サービスの提供と保育の需給のミスマッチ解消を

図るため、以下の取り組みを実施していく。 

・ 家庭的保育（保育ママ）の給食提供の拡大 

・ 小規模保育・家庭的保育卒園児の先行利用調整 

・ 幼稚園の預かり保育拡充と幼稚園教諭等の確保・定着策 

  等 

 

３ 空きが集中した保育施設の経営支援 ➾別添資料２ P27～32 

新規施設整備や新型コロナウイルス感染症拡大の影響により空

きが集中し、経営不振となった私立保育施設が事業撤退すること

により待機児童が生じる可能性があるため、以下の経営支援を実

施していく。 

（１）私立保育施設の保育定員変更（保育定員確保方針の策定） 

   入所率が低い等、一定の条件に合致する私立認可保育所及び

小規模保育の柔軟な利用定員変更（減）を認め、給付費の単価

変更前  変更後
0

歳児

1・2

歳児

3～5

歳児
計

R4.4.1
（R2～3）

ナーサリースクール
いずみ大谷田

4 佐野地域 109 114 -1 7 -1 5

R4.4.1
（R2～3）

西新井保育園 7 西新井・島根地域 134 129 6 4 -15 -5

243 243 5 11 -16 0

定員変更内容（人）

計 2施設

変更日
（整備年度）

園名
地

域
地域名

認可定員数（人）

0

歳児

1・2

歳児

3～5

歳児
計

R3.4.1
（R2)

ちぐさ保育園カノン千住園(仮称)

（新規開設/小規模保育）
1 千住地域 6 13 19

千住一丁目
(ファミリー向け169戸)

6 13 0 19

協議対象住戸

計 １施設

開設日
(整備年度)

園名
(整備種別/施設種別)

地

域
地域名

認可定員数 （人）
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を実人員の規模に近づけることで、施設の経営を改善していく

（実施期間：令和３～６年度）。 

（２）区立保育施設の入所定員抑制 

   区立保育園の一時保育時間拡充に必要な人員を確保するた

め、令和３年度から、地域の需給バランスを基に区立保育施設

（直営園）において入所定員を抑制していく。 

（３）私立保育事業者の固定的経費の補助 

建物賃借料等の固定的経費が保育園運営の大きな課題になる

ため、新規開設後間もない保育施設等への支援をしていく。 

 ・ 私立認可保育所の賃借料補助 

 ・ ０歳児欠員に対する人件費相当額の補助（小規模保育） 

 ・ 家庭的保育（保育ママ）の維持管理経費等の補助 

 

４ 教育・保育の質向上と安定に向けた対策➾別添資料２ P33～37 

運営主体ごとの特色を生かしつつ、子どもたちが区内のどの教

育・保育施設等に通っていても一定レベルの教育・保育サービス

が受けられるよう、「足立区教育・保育の質ガイドライン」の活

用促進や、指導・支援の取り組みを継続する。 

また、私立保育施設の保育士確保・定着対策については、今

後、国や都の動向を踏まえて保育士等の経済支援の見直しを行い

ながら継続していく。 

 

 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

 

 

  令和３年４月の状況を踏まえ、令和３年度中に計画を改定する。 
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